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はじめにはじめにはじめにはじめに 

私は高校の進路指導担当者として、幸いにも全国の多くの進路担当の方々と交流することができたいへん感謝

している。交流の中で進路指導は地域性や生徒の気質など、その高校の置かれた環境によって手法は大きく違う

のを感じた。しかし高い進路実績を何年間も維持している高校や、進路実績が大きく伸びている高校には、単に

良い生徒が入学してくるだけでなく、進路指導の手法に共通な特徴が多く見られる。これは主にその特徴を私な

りに整理し、考察を加えたものである。どの高校にも記載事項の全てが当てはまるものではないが、考え方とい

う点では共通性がある。 

始めにお断りをしておくが、以後の表記は難関大学合格者の数を増やすことだけが重要な目的のような記載に

なりがちではあるが、考え方を分かりやすくするためのものである。生徒への進路への意識付けや、教員の指導

体制についての考え方は、中堅大学進学希望者や就職希望者の多い高校であっても全く同じ考え方が通用する。

もし参考にされる場合は自校の状況に置き換えていただければありがたい。また、生徒の性格や特性を踏まえた

将来のあり方を指導するキャリア教育については、最後に僅かに触れたが、現在の考え方の主流はキャリア教育

と受験指導を併せて進路指導と呼んでいる。当然のことながら受験指導はキャリア教育があってこそ成り立つも

のである。受験指導だけが進路指導ではない。 

 

進路指導担当進路指導担当進路指導担当進路指導担当としてとしてとしてとして常常常常にににに意識意識意識意識しておくことしておくことしておくことしておくこと    

進路指導はマラソンレースと同じである。ゴールまでには何があって、途中にどのような坂があるのか、給水

はどこにあるのか、どこでスパートをかけるのか、もし足が痛くなった場合どうしたらいいか、アクシデントを

最小にとどめるためにはどうしたら良いかなど、ゴールまでの過程をつぶさに計算し準備すれば完走し好成績を

おさめる可能性が高くなる。生徒をランナーと仮定すれば、教員はコーチであり保護者は沿道の応援団である。

１つだけ違うのは、マラソンレースであれば何回でも出場できるが、指導される側の生徒にとってはこのマラソ

ンは一度だけのレースである。だからこそコーチの役割が重要なのである。すでに確固たる進路指導体制が確立

されている高校ではあまり意識しないでもよいことではあるが、進路指導に対し教員の意識が低いまたは経験が

浅い高校の進路指導担当者は次のことを常に意識して分掌を運営する必要がある。 

①新入生を中学生から高校生にいかに早く変えることができるか。 

新入生を迎えるにあたって３月までに進路指導部と新学年団で協議をし、十分な計画をたてておくことが重要

である。例えば入学後のオリエンテーションでの指導内容の検討、入学後すぐの面談計画や生徒、保護者向けの

進路説明会の内容検討など、生徒を高校生に素早く変えるための手立てが極めて重要である。この時点での指導

目標の達成状況が十分であればその後 3 年間の指導が効果的なものになる。 

②生徒、保護者のニーズの把握に努める。 

入学時においての生徒、保護者の進路に対しての希望や期待は極めて高い傾向がある。それらのニーズは３年

間指導を進めていくベースになるものである。中には無理な希望や期待もあるとは思うが、それをキープさせて

いくためにどのような指導をしていくかが当面の課題となる。まずすべきことは入学当初の（おそらく高い）進

路希望調査の結果を生徒、保護者に進路だよりや PTA 広報、進路説明会などで公表し、高い希望を持っている

のは自分だけではないということを個々の生徒に意識させる。これは大変有効なことである。 

③進路行事の目的を明確に示す。 

進路に限らずどんな行事でも、生徒にとっては一回だけのものであり決してやり直しのきかないものである。

したがってひとつひとつの進路行事が効果的なものになるよう配慮する。できれば年間行事予定や年間進路行事

予定、さらに3 年間の進路行事予定などを示し、定期試験、模擬テスト、進路ガイダンス、面談など様々な行事

や取り組みが単独で終わるものではなく、生徒の進路実現に向けて効果的に実施していることを生徒、保護者に

説明する。そのことを文書や表などで明確にすることで、生徒は進路行事などの重要性を意識しながら、個々の

状況に応じて意欲的に模擬テストや進路行事に取り組みやすくなる。 

④データを利用した根拠をもった指導をする。 

生徒の個人情報に注意しながらその情報（データ）をうまく活かすことで、指導の効果が飛躍的に向上する。

たとえば模擬テストの返却時においてただ単に返却するだけでなく、ごく簡単でもよいので面談をし、何をどう

改善すればより進路実現に近づくかを考えさせれば次回に向けての効果は絶大である。面談ができない場合でも



ホームルームで結果の見方や利用の仕方を説明するぐらいのことはすべきである。判定がＤだったＥだったで一

喜一憂させるのではなく、どこをどのように力をつければ目標に近づくかなど、生徒自信が自分の状況をしっか

り捉え次につなげることができるようデータを最大限利用する。 

⑤教員集団が進路指導を楽しむ集団であるか。 

「生徒が伸びていく（生徒の成長）過程が楽しみ」「進路指導というのは生徒とともに教員も成長できる」など

進路指導は楽しいと感じる教員が多くいる集団であれば言うことはない。しかし一教員だけの努力だけではこの

ような教員集団の構築は難しい。教員配置のありかたや教育目標にも関連してくるので、管理職の十分な理解と

協力が必要となる。    

    

学校学校学校学校にににに対対対対してのしてのしてのしての低評価低評価低評価低評価のののの原因原因原因原因はどこにあるかはどこにあるかはどこにあるかはどこにあるか    

進路指導担当だけでなく全教員が一番意識しなければならないことは、生徒に早くから一般受験をめざし準備

させることである。それに失敗すれば部活動が一段落する３年生の夏までには指定校、ＡＯ、推薦試験に生徒が

群がることになってしまう。そして秋口には進路先が決まった生徒の方が多くを占め、勉強そっちのけでアルバ

イトに勤しむ生徒がクラスの中に目立つようになり、一般受験で行こうとする生徒のモチベーションが下がるこ

とが危惧される。本来なら一般受験でも合格しそうな生徒までもが、周囲に触発され早期合格決定を望むように

なる。挙句の果ては浪人してでも○○大学に入りたいという意欲的だった生徒までもが、第一希望でなくても合

格した大学に入学してしまうなど悪いスパイラルが何年間も続いてしまう。少しオーバーと思われるかもしれな

いが、決して大げさな話ではない。「おたくの高校はいい生徒（そこそこの生徒）が入学しているのにどうして結

果がでないのか」という耳の痛くなるような進路指導に対する低評価の原因のほとんどは、生徒が一般受験まで

我慢できずに早く進路先を決めたがり11月末には3学年全体が遊園地化してしまうところにあるのではないか。

このような状況は教員の進路指導に対する考え方や指導体制を変えることにより時間はかかるが必ず改善できる。

すぐに結果がでるものでもなく決して楽なことでもないが、達成できれば学校の状況を一新するぐらいのものに

もなる。そのためには、少なくとも管理職も危機感を持ち、何とかしなければと感じている必要がある。うちの

管理職はなかなか動かないと感じていても、せめて一度は進路担当から働きかけるべきである。進路指導体制を

改善しようと働きかけてそれを無視する管理職はいないはずである。何を言いたいかというと進路指導担当者は

管理職からの要求に対し受身にならず、むしろ進路指導担当者が管理職を引っ張って行くぐらいの強気な姿勢が

なければいけない。学校評議員や地域を巻き込んでまでも学校を変えようという雰囲気も大切である。具体的に

どのように生徒のモチベーションを最後まで維持させるか考えてみたい。 

 

１１１１．．．．進路実績向上進路実績向上進路実績向上進路実績向上をををを目指目指目指目指しししし、、、、入学後入学後入学後入学後すぐにすぐにすぐにすぐに何何何何をさせなければならないかをさせなければならないかをさせなければならないかをさせなければならないか    

入学直後と高校１年生の前半で生徒にどのような働きかけをするか。それによって中学生から真の高校生にど

う変えていくことができるか。これは何でもないことのようであるが、生徒の進路実現のためには極めて重要で

ある。早期から（難関大学などへの挑戦へ）の意識付けができている生徒はそう簡単に最後まで目標がぶれない

ものである。そのような生徒の多くは一浪覚悟で臨んでいく。しかし３年生になってからやっと目標を設定した

生徒はあきらめも早い傾向にある。第一希望でなくてもいいとか第一希望がころころ変わり挙句の果て指定校や

推薦に流れていくことも多い（当然私立大学）。早期の指導を怠れば２年生、３年生でどんなに軌道修正してみて

も取り返しがつかないことになる。入学式直後からしっかりと計画的に指導している学校とそうでない学校では、

最初から差が付いているのである。 

①生徒、保護者のニーズの定期的な把握を怠らない。 

まず、確実に実施しておかなければならないのは定期的な生徒、保護者のニーズの把握である。ここで配慮し

なければならないことはアンケートや進路希望調査を入学者説明会や入学式直後に調査することである。多くの

生徒は合格後や入学後においてはかなり高い目標設定をしている（はずである）。また、保護者も子供に大きな期

待をしている場合が多い。それを忘れさせないためにも早い段階での調査が必要である（3 年後の私という題で

作文を書かせている学校もある）。進学校の中で、全員進学希望だろうという理由で３年生までまとまった調査を

しない、調査をしても担任が調査票を持っているだけの学校を見かける。全員進学希望は当たり前でもその中身

の調査が重要である。３～４ヶ月ごとの定期的な調査は生徒のモチベーションを測っていく上で極めて重要であ

る。これはカルテのようなものと思えば良いだろう。たとえば難関国公立大学を希望していた生徒が急に私立大

学に志望変更した場合、担任は生徒に何か変化が起こったと判断でき、素早い対応ができる。そのためにも定期

的な調査が必要であることをあらためて付け加えたい。 



②学校が目指すものは何かはっきりさせる。（ぶれない柱の設定） 

生徒、保護者のニーズの把握ができたら、すぐに進路だよりや広報などでその結果を公表する必要がある。た

とえば難関大学に進学したいという生徒の希望が多ければ、学校としてその希望が叶うような体制作りを公表す

ればよい。そうでない場合でも進学校ならば何らかの期待感があるはずである。それをポイントに進学に向けて

の体制作りを進めたいと公表すればよい。とにかく公表して教員にも後には引けないのだという姿勢を持たせる

ことがここでは重要である。 

 

２２２２．．．．校内校内校内校内のののの体制体制体制体制をどうをどうをどうをどう変変変変えるかえるかえるかえるか 

①自校の実情（強みや弱み）をあぶりだす。 

  「学校を変えよう」「進路指導の改革」と号令をかけてもなぜその必要があるのかが多くの教員に理解されなけ

ればその達成は容易ではない。問題点を整理し正確なデータをそろえる必要がある。具体的な例として、1 年生

の早い段階での模擬テストで実他校比較をし、同じような成績や得点分布の学校と自校の進路状況を比べてみて

著しく劣っているなら「問題あり」である。また、1 年生当初の進路希望と 3 年生になってからの進路希望の比

較も同じことがいえる。そのためには説得できるデータの収集を計画的に意識的に行っておくことが必要である。

それらを活用することで進路指導体制だけでなく教科指導法の改善も可能である。 

②３年間を見越した統一した指導を意識する。（学年別の進路指導から全校的な進路指導へ） 

学年団が進路指導計画の立案をしているならば、今すぐにでも進路指導部が主体となる体制に変更すべきであ

る。学年主体のばらばらな指導であれば間違いなくその学年の教員の個性が際立ち、いい悪いがはっきりする。

3 つの学年にそれぞれ同じようなしかも優秀な進路指導担当をそろえるのはなかなか厳しい。指導方法が違って

いれば「昨年は・・・だったのに」という保護者の不信感は必ず発生するものである。 

「本校の進路指導はこのようにやっています」という外部へのアピールは重要である。特に中学生に対しては、

高校に入学後どのような指導があるのかが事前に分かっていたほうがモチベーションはあがる。進路指導主体の

体制でなければ学校としてどのように指導していくかは打ち出しにくいことになる。つまり外部から何をやって

いるのか分からない状態になり学校のイメージも悪くなる。進路指導部体制の統一した指導の利点として、状況

の変化にすぐに対応できるということである。学年別では、たとえ連絡を密にとるという建前でも、次の学年に

は伝わりにくい。前の学年は、終わってしまえば次の学年のことを真剣に考えるとはなかなか思えない。つなぎ

で 3 年生の担当だった教員を次の学年に残すことはよく聞く話であるが、それであれば最初から進路指導担当が

中心となっていればよい事である。 

③分掌間（学習指導および生活指導）との連携を図る。 

  進路指導が学習指導および生活指導としっかりした連携を怠らないことは重要である。どれ一つが弱くてもダ

メである。特に生活指導体制がしっかりしていれば進路指導に影響がでてくるはずである。分掌の目標達成のた

めにはその分掌の仕事だけやればいいというものではない。進路指導も生活指導をする、生活指導も進路指導を

するという考え方が必要である。同じ学校において学年間での生活指導に差がある場合、進路結果に大きな差が

出やすいことは経験のある教員なら誰もが気づいていることではないか。これは進路実績をどうするか以前の問

題である。分掌間の指導の相乗効果がはたらいている学校が伸びていく学校である。 

④間違った文武両道に陥らないために。 

   文武両道を学校の特徴に掲げている高校は多い。特に高い進路実績をあげているほとんどの高校が文武両道を

掲げている。しかし勘違いで「部活動や行事に打ち込めば引退した後（3 年生）から勉強を始めてもがんばりが

利き、最後の最後で希望校に合格できる」と言って、生徒に対して 2 年生までは勉強は二の次で部活に集中しな

さいと指導する教員がいる。これは大間違いである。部活や行事に打ち込むことは大変良いことであり人格形成

や人間関係構築に有益であることは事実である。しかし、部活だけやれ、引退した後の切り替えが大事という指

導に対して、本当に生徒がこれを鵜呑みにした場合はどうにもならないことになる。そのような指導をされてう

まくいったように見える生徒は部活をやりながらも授業はしっかり集中して取り組み、家庭でも最低限の勉強は

していた生徒である。どう考えても 3 年生前半までほとんど勉強していなかった生徒が、部活動を引退したから

といって急に毎日５時間も６時間も勉強できる訳がないのは誰にでも分かることである。間違った文武両道では、

3 年生になって何をして良いか分からず、指定校や推薦に流れる結果が目に見えてくる。本当の文武両道とは、

まず勉強をしっかりやる、しかも効率よくきちっとやることにより時間を作り、その時間で部活動や行事もしっ

かりやるのが真の文武両道である。部活引退の頃にはそのようにやってできた土台がすでにあって、部活動で培

ったがんばりがその土台の上に最後の伸びとなって活かされるのである。真の文武両道を勧めている高校の生徒



が伸びる理由はそこにある。 

⑤土曜講習などの実施。 

形式は違うにせよ土曜日または放課後の講習は実績をあげている公立高校の多くが実施している。「そんなこと

をしては私立高校と同じではないか」などと実施についての反対が考えられるが、要は生徒のニーズがあるかど

うかである。さらにそのニーズに応えられる内容の講習が開設できるかである。これがうまくいくと進路効果は

絶大である。しかし今まで何もやっていない学校がいきなり実施するにはいささか無理がある。学校あげての実

施に持ち込む一番の近道は１年間だけでも我慢して、可能な教員だけで自主的に土曜日や放課後の講習をやって

しまうことである。参加した生徒にとって効果のあるものになれば、必ず他の教科は何でやらないのかという風

当たりがでてくる。また、参加したくても部活があって参加できない生徒が多くなれば保護者からの不満も次第

に増えてくる。特に生徒のニーズが多くあるような進学校であれば、保護者から部活顧問に苦情が多く寄せられ

るようになり、学校あげての実施は意外に近くなる。問題は多くの教員のやる気である。公立高校では土曜は勤

務ではないため全ての教員に強制的に講習に携われとは言えないだろう。そのため勤務なのかどうかなど部活動

指導とは違った問題が発生することを覚悟しておく必要がある。生徒の多くが受験に向いておらず、講習よりも

補習が必要な学校は、学校をあげての実施は厳しいであろう。とはいえ土曜日や放課後の講習はやらないよりや

った方がはるかに良い。やっていることがいつかどこかに伝わり、教員のスキルアップにもつながる。何も残ら

ない意味のないことになってしまうことはありえない。 

 ⑥生徒向け大学研究会の実施。 

   大学の入試担当者などが放課後に高校を訪れ、1 時間程度の単独の入試説明会を開催した。約 3 週間に渡り生

徒の希望の多い7 大学の担当者に来校を願った。以前はいくつかの大学の担当者に集まってもらい、一定の時間

内に生徒が希望する場所に行き、大学の説明を聞くという企画を実施していた。今回の方が期間は長くなるが、

生徒が希望する大学の説明を落ち着いて聞くことができ好評であった。大学の説明ならわざわざ学校で設定しな

くてもオープンキャンパスなどを利用させ自主的に自分で行かせるべきであるという考え方がある。それは当然

である。ここでの目的はそれだけでなく学校内の雰囲気作りもある。したがって説明を聞いて興味を持ったのな

らば夏休みのオープンキャンパスの参加を積極的に促すのは当然のことである。説明を聞くだけでいいという指

導ではあってはならない。ところがこの企画で他にも意外な効果があった。調査したわけでもなく一部の生徒だ

けのことかもしれないが、あまりにも多くの生徒が説明会に参加しているのを目の当たりにし、進路への関心が

深まったということである。これは複数の１年生の保護者から得た情報であるが、生徒が大学説明会以後急に周

りを意識しだし、大学の事を調べ始めたということである。まさに受験は団体戦である。 

 ⑦計画的な意味のある面談の実施。 

  例えば一人 20 分の面談を年 2 回実施するより 5 分の面談を 6 回実施した方が、はるかに効果的と考える。

確かに時間をかけてじっくりと面談することは生徒によっては必要であり、特に3 年生の出願指導などの重要な

段階では時間をかけて面談は行いたい。しかし多くの生徒とは普段の話の中で、進路などの相談事はカバーでき

るはずである。短い時間の面談を数多くこなすメリットとして、特に普段話をしない生徒の変化のチェックがで

きることである。担任と話すことをあまり好まない生徒でも強制的な全員との面談となれば進路などの悩みを打

ち明ける可能性がある。もれなく生徒状況を把握するためにも時間は短くても回数をこなすことを勧めたい。 

⑧進路指導にかかわる施設、物品の整備を怠らない。 

進路関係の施設、物品の整備は予算があればすぐできることである。特に進路指導室にコピー機やＰＣ、赤本

などがたくさんあれば生徒のモチベーションはかなり高まるものである。また、自習室の間仕切りやクーラーな

ども勉強の意欲を掻き立てる要素にはなる。当然お金が必要である。しかし、公立高校の場合は私費軽減の状況

の中、予算が厳しい場合が多い。進路指導費として当初年間 2400 円の負担を保護者にお願いしたことがある。

多少高額であるかとも思ったが、ＰＴＡからは設備が充実するならもっと払ってもかまわないという意見が寄せ

られ、取り越し苦労となった。進路指導の予算はないよりあったほうがはるかに良いのである。 

進路指導室はできるだけ玄関や職員室に隣接させることが重要である。できれば常駐者がいることが望ましい。

進路指導室の生徒の出入りはできるだけ把握し、生徒が相談しやすい環境がなくては意味がない。また、玄関の

近くというのは郵便物や資料、また来客を考えれば機能的である。できれば、教員（担当者）の作業室と生徒が

自由に資料を閲覧できる部屋が別々であり、ドアでつながっていることが理想的である。資料は赤本をはじめ参

考書、大学や専門学校からの案内書、予備校の資料などは充実させておく必要がある。また、コピー機があれば

なおよい。さらに来客用のスペースや電話も必須である。 

    



３３３３．．．．教員教員教員教員をどのようにをどのようにをどのようにをどのように変変変変えるかえるかえるかえるか    

①データで具体的に示す。 

管理職や進路指導担当者から「今のやり方を変えよう」と声をかけただけでは教員に真意は伝わらない。どう

して体制の改革が必要なのか具体的なデータを示す必要がある。たとえば、模擬テストを導入することになった

とする。反対する教員の多くは保護者の経費負担増など理由を述べるだろう。しかし、保護者の負担については

模擬テストを利用しての丁寧な進路指導が受験校数を減らし予備校に頼った指導の脱却が図られるなど、返って

保護者の経費負担が少なくなることを示せばよい。 

②進路指導技術力の向上を図る。 

「進路指導を行うのは進路指導担当」という考えが教員にある限り進路指導の向上はありえない。本来担任が

すべきことまで何でも進路担当ではたまったものではない。そのためには多くの教員に予備校の情報交換会や研

修会の参加を促すべきである。たとえばベネッセの進研模試を実施しているのであればＦＩＮＥシステムを実際

動かした研修なども良いことではないか。部活動顧問が部員の面倒を見ていくような体制も有効である。思い切

って進路担当は実務だけを行い担当の人数を少なくするのも考え方の一つである。 

③教科指導力の向上を図る。 

全ての教員が分かりやすい授業を目指すことは当たり前である。それに加え、予備校などで実施している大学

入試研究会などの参加を促すとよい。分かりやすいとは別に受験に対応できる授業をしているかどうかという点

のチェックも教員同士で行いたい。たとえば定期的な模擬テストで教科間や他校との比較の結果を意識し、悪い

場合はもちろん結果が良い場合でもその原因を明らかにしておく必要がある。それを授業に反映させることがで

きれば教員の力量向上となる。その積み重ねが教員の財産になり、生徒からの信頼もおのずと高くなる。 

④授業進度の統一、定期テスト問題の統一。 

模擬テスト受験で問題になるのはまだ授業で到達していない範囲が出題される場合である。そこを指摘すると、

模擬テストに授業の進度を合わせるとは本末転倒だと、逆に開き直る教員がいる。ここは教科担当と戦うところ

である。しかし、模擬テストを実施すれば、教員間の差や他校と比べて劣っている点が一目でわかるので、そこ

から指導の強化の力点をどこに置くかが図れる。そのようなメリットを説得材料に使うことができる。 

⑤進路指導に金はかかるものという考え方を持つ。 

「進路資料や進路指導室の設備は予算内で」という考えで、お金がないので設備を整えない、赤本はそろえな

い、進路雑誌は買わないなどという学校は公立高校では多いのではないか。確かにそれは仕方のないことかもし

れないが本当にそれで良いのだろうか。多くの保護者がそう望んでいるのならばともかく、進路意識の高い保護

者集団であれば、多少の負担をしてでも資料や設備の充実を望むはずである。これはアンケートなどを実施すれ

ばすぐ分かることである。前述したように進路指導費として一人年額 2400 円の負担を保護者に喜んでしてい

ただいたことがある。全体では年額 200 万円になり資料や設備の充実が図れた。進路指導の予算が少なくて悩

んでいれば、このようにすぐ動くことを勧めたい。問題は保護者よりも教員の反対が厄介かもしれない。資料や

設備を整えれば管理が大変になるという発想が主である。実際お金を出さない教員が反対し、お金を出す方の保

護者が賛成するという奇妙な現象が起こりやすい。とはいえそんなことを気にせずに何でもどんどんやることが

進路担当の心がけとしては重要なことである。 

 

４４４４．．．．生徒生徒生徒生徒、、、、保護者保護者保護者保護者をどのようにをどのようにをどのようにをどのように変変変変えるかえるかえるかえるか    

①基本的生活習慣の確立。 

これは言うまでもないことかもしれないが、生活習慣がしっかりしている生徒ほど最後は伸びていく傾向にあ

る。確かに遅刻が多く挨拶もできず、だらしない生徒でも模擬試験で高得点を得る生徒もいることは事実である。

塾や予備校に頼りすぎて、学校生活が疎かになる生徒もいる。生活習慣がしっかりしていない生徒はどこかで限

界が来ることは事実である。たとえうまく大学などに合格できてもどこかで時間を守る感覚や挨拶ができなけれ

ばどこかで挫折するのは目に見えている。 

②生徒の学力向上。 

生徒の学力が向上しているかどうかは簡単に検証できるものではない。仮に生徒の学力が本当に向上しても、

実績として数字があがらない場合もあるし、その逆もある。学力そのものがつかなくても、学習に対する姿勢が

つけばおのずと学力が向上したように見える場合もある。また、模擬テストの成績が向上したかどうかもある程

度の目安にはなるがそれだけがすべてではない。「真の学力とは」「みえない学力」「たしかな学力」などの議論は

必要にしても、まず見える学力を重視するのは仕方ないことである。つまり模擬テストなどの偏差値を上げるこ



とが端的には重要なことである。しばしば国語、数学、英語で何が重要か議論になることがある。もちろんすべ

てのバランスが重要であるが、低学年での国語の力が数学、英語の後半の伸びにつながる傾向が多く見られる。

英語や数学だけで引っ張る高校は都市部に多いが、高学年になって失速する傾向がある。つまり低学年の国語力

はたいへん重要である。別の意味でも低学年での読書や新聞購読は大いに勧めるべきである。 

③学習に対する体制作り。 

自学自習の重要性はいうまでもない。自分一人での学習が極めて多いのでその時間の使い方ができることが重

要である。自学自習の習慣が当たり前の雰囲気を学校全体で作っていくことが必要である。これを入学当初のオ

リエンテーションでかなりの時間を費やしている学校が多く見られる。その時間は後のことを考えれば無駄では

ない。 

④受験は団体戦。 

これもよく進路研究会で使われる言葉である。学校の中で一人や二人でがんばってもモチベーションのキープ

は難しい。大勢ならばそのやる気が相乗効果となって全体の底上げが図れるということである。それまで30 名

程度しか受験していない 2 年生 2 月の東大レベル模試に 60 名近く声をかけ受験をさせたことがある。その結

果「こんなにたくさん難関大学を目指している仲間がいるのか！」という意識が芽生えた生徒が多くいたようで、

その後の学年の雰囲気が大きく変わった。これは「受験は団体戦」の意識向上効果の典型的な例である。 

その他、進路希望集計結果を公表することも団体戦という意識向上につながる。予備校の模擬テストの受付を

校内で行うのも「こんなに大勢申し込むのか」という刺激にもなり効果的である。生徒向け大学別の受験研究会

の実施も大勢の生徒が集まれば効果的である。 

⑤生徒、保護者の進路意識の喚起。 

進路説明会は保護者に対して進路に対する学校の姿勢を示すもの重要視するべきものである。ここでの情報提

供や説明がうまくいくことによって保護者の学校に対する信頼が高まる。そのためには進路担当は生徒や保護者

のニーズを把握しておく必要がある。また、予備校などの研修会や情報交換会には必ず出席してデータを収集す

ることは欠かせないだろう。また、新聞や教育紙にも常に目を通しておくことも必要であろう。 

保護者向けの説明会の開催は、最低でも年２回は必須であろう。できれば春、秋が望ましい。春は前年度の進

路状況報告とその年の展望、秋は予備校が主催する志望動向情報を基にした情報提供が柱となるのではないか。 

⑥定期的な集会、進路便りの発行 

   生徒向けには学年のＬＨＲを用い定期的な進路向けの話をすることは重要なことである。当然場当たりでなく、

その時期に合ったタイムリーな話題が必要である。そのためにも進路担当は普段から教育誌や新聞などの情報源

をストックする週間が必要である。また進路便りも最低月に 1 回は発行すべきである。学年別か全学年統一かは

判断の分かれるところであるが、3 年生情報を1 年生に伝えることによって、3 年は今こうなっているのだと知

らせることも悪いことではない。基本は学年別であろうが、共通の話題も盛り込むことをお勧めしたい。 

    

５５５５．．．．模擬模擬模擬模擬テストのテストのテストのテストの力力力力をををを最大限利用最大限利用最大限利用最大限利用するするするする    

①モチベーションの維持。 

模擬テストの利用は生徒の学力を計るだけでなく、生徒のモチベーションを継続させることに有効である。お

およそどの模擬テストでも1 回におよそ２千円から３千円程度の費用が必要となるが、データの活用、次に向け

ての面談資料、さらに実施後の特典である振り返り問題などを使いこなせばちょっとした一冊の問題集を解いた

ことになる。そう考えれば決して高いものとはならない。テストを実施して返却しただけで終わってしまい、デ

ータの活用もしないと考えれば高いと感じるのは仕方ないことである。 

②目標との隔たりを計る。 

   言うまでもないことであるが模擬テスト実施の生徒にとっての最大の利点として、生徒が自分自身の目標との

隔たりがどの位あるか確認ができることにある。その差をどう埋めていくか、模擬テスト実施ごとに、考えさせ

る時間やきっかけを設定することを忘れてはならない。例えば面談、集会、ホームルームなど時間がなければな

いなりに、少しでもいいので声かけはするべきである。かなり大きな隔たりがあるのであれば、生活習慣の改善

を含めたアドバイスが必要であろうし、ほんのわずかであるならば、ミスをなくすとか、目標のレベルまで到達

しているのならばもっと高い目標を設定させるなど状況に応じてのアドバイスができる。模擬テストを実施しな

ければそのようなアドバイスは極めてしにくいものとなる。 

③長期的な目標を短期目標に変換し、目標への確実な到達を目指す。 

生徒が１年生の最初に○○大学に入学したいと考えても、うまく実現できて３年後である。３年間で合格でき



る力をつけなければならないと決意しても具体的に何をしたらよいか、生徒にとってはよく分からないのが実状

ではないか。模擬テストを定期的に受験するならば、実施ごとに短期の目標を決め、そのつど課題を設定してい

くことで長期的な目標が達成しやすくなる。そのために低学年では丁寧な指導が必要である。２年生後半や３年

生になって指導してもそれは手遅れである。何回かそのような経験を積めば、機転の利く生徒なら後半は自分の

力でナビゲートできるようになる。いつまでも十分な指導が必要な生徒が多いようであればアドバイスに問題が

あると考えるべきである。細かいようだがだんだん手が離れるように指導していくことが重要である。いつまで

も同じように教員が手を差し伸べることは慎むべきである。生徒が自分の目標を踏まえて短期目標を設定し、長

期目標が達成できたならば、その経験は受験以外でも生徒の自信につながる大きな経験になるはずである。 

④教科の指導力を測定し実情をさらけ出す。 

  模擬テスト実施の学校にとっての最大の利点として、学校に指導力があるかどうかが端的に分かるということ

である。前述したが例として 1 年生の早い段階で模擬テストを実施したとする。他校比較をし、その時点で同じ

ような成績や得点分布の学校をいくつか見つけておく。そのいくつかの学校の進路状況と学校の状況を比べてみ

て著しく劣っているならズバリ「問題あり」である。このデータは教員集団に問題を投げかけるのには大きなイ

ンパクトがある。これを恐れて模擬テストの実施を拒む教員も多い。また、模擬テストではないが、1 年生当初

の進路希望と 3 年生になってからの進路希望の変化の比較も同じことがいえる。たとえば 1 年生では国公立難

関大学希望者が 8 割いたのに 3 年生では 2 割になっていた。これも「問題あり」である。教員集団をやる気に

させたり危機感を持たせたりしたければデータの活用が最も有効である。教科指導方法を改善させることも可能

になる。 

 

６６６６．．．．先先先先をををを考考考考えたえたえたえた計画的計画的計画的計画的なななな取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを    

①低学年からの意識改革。 

低学年での進路に向けた意識付けは極

めて重要なことである。これがうまくい

けば目的のほとんどが達成されたといっ

てもいい。低学年からの意識付けがない

と受験への準備が少なく思い入れもない

ため簡単に努力をあきらめる。そうなる

と、その時の実力に見あった大学を希望

先に決めてしまうなど妥協し易くなる。

現役では部活動が終了した後、本格的に

は夏休みに入ってから受験勉強を行うの

で、夏休みに計画通りいかないと安易に

ＡＯや指定校、推薦入試に飛びつく。早

い段階で上位層から進学する学校が決ま

ってしまい、授業の緊張感もなくなり収

拾がつかなくなる。進路実績がいつまで

たっても伸びない現象から抜け出せなくなってしまう。早い段階から高い目的を定めた生徒の多くはぶれにくい。

具体的にはＡＯ入試や推薦入試に飛びつかない、現役で失敗しても安易に滑り止めに流れない（最初から滑り止

めをかけない）など一浪は覚悟で難関大学入試に臨むような生徒が増えれば理想的である。 

ではその意識付けをさせるにはどうしたらよいか。これは一教員が努力してもどうにもならないことである。

つまり組織的に働きかけを行う必要がある。どの教員も同じ認識が必要である。教員が「難関大学に無理に入学

しても卒業すれば同じ」「どの大学に入学してもどのような勉強するかが大事」などと、あたかも難関大学を目指

すことがさほど将来には影響がないような示唆をすることは生徒を混乱させるだけである。苦しくなったときそ

のような示唆があれば、生徒は楽な方へなびくのはあたりまえである。教員全員が生徒を支えあって高いハード

ルを越えさせる手助けをする必要がある。また、なぜ難関大学がいいのかは、ただ偏差値が高いだけではなく、

研究内容や学費、教育環境など具体的なデータを入手させ、十分調べさせることにより生徒の理解が深まる。そ

のようになれば、おのずと３年生だけでなく２年生、または１年生の時から学校見学、オープンキャンパスにも

参加するようになる。さらに、どのような勉強をしたら合格できるかという入試勉強の具体的な目的が見いださ

れ１年後、または２年後に向けてのスタートが早い段階で可能になる。 



②生徒と同様、親も早期にその気にさせる。 

たとえば 1 年生の新研模試で 3 教科平均 8 割前後取れれば難関国公立大学に合格の可能性が高いとか、河合

塾の全統模試や駿台予備学校の駿台全国模試などの具体的なデータを示し、該当する生徒や親を早い段階でその

気にさせるべきである。例えばわが子に「東大を目指したらどうですか」と言われていやな気がする親などいな

い。 

③難関大学の魅力を正確に伝える。 

前述したことであるが「大学は偏差値ではない」「難関大学を卒業してもフリーターになる者が多くいる」「ど

の大学を卒業したのではなく、大学で何をやったかが重要である」などと極端なごとを例にあげ、難関大学を目

指すことは意味のないことに置き換えてしまう考え方がある。難関といわれていなくても確かに面倒見が良くす

ばらしい大学があることは事実ではあるが、最初から難関大学を目指すことが意味のないことのような考え方が

生徒、保護者からならともかく教員から発言することがあってはいけない。繰り返すが、確かに難関大学の出身

者でも必ずしもうまく行かなかった例もあるだろうが、その稀有な例をあげて生徒のモチベーションを下げるよ

うな発言が教員側からあってはならない。環境や可能性から考えれば確率のうえでは難関大学の方が良い環境に

あるのは当たり前のことである。だめな事例は難関大学の学生であろうがなかろうが必ずあるのである。学校の

考え方は生徒に対して上昇するような指導が第一である。これは大学入試だけの問題だけでなく、人間としての

成長を考えても、難関大学の方が良い機会に恵まれる可能性が多く考え方は同様である。大学の魅力を伝えるた

めに卒業生を呼んで体験談を聞かせる例がよくある。大変良いことではあるが人選には注意したい。「楽をして合

格できた」「塾や予備校のおかげで合格できた」「部活を引退した後から勉強すれば大丈夫」などと余計なことを

しゃべる卒業生を間違っても連れてきてはいけない。（そのような卒業生を育ててもいけない） 

④学校説明会は十分な準備を。 

中学生対象の学校説明会は絶好のアピールの場である。カリキュラム、行事、部活動などの紹介があると思う

が、行事、部活の説明はほどほどにして必ず進路指導への取り組みの説明もするべきである。学校説明会はただ

実施すればよいのではなく、話す内容はあらかじめ管理職が把握しておき、リハーサルもきちんと行い、聴き取

りにくい点は改正しておく。短い時間で端的に分かり易く説明することが基本である。受付に携わる教員は服装

もきちんと、言葉遣いも丁寧に、資料を中学生や保護者に渡すときは資料の向きも考えて渡すぐらいの配慮がほ

しい。 

⑤データの提供は説明責任である。 

２月から３月にかけて実施される週刊誌への情報提供は、今や説明責任という観点からも進んでするという考

え方をもつべきである。いずれ結果を発表するとはいえ、速報という形での掲載は中学生に対してもその保護者

に対しても（多少悪い結果であっても）掲載されていないよりははるかにイメージはよい。速報に掲載できない

高校は超進学校であってもいずれ評価されなくなると私は思っている。 

⑥継続した取り組みを組織で支える。 

   進路指導体制の形がある程度できたら、次にそれを継続させていく体制作りを考える。特に公立高校では教員

に転勤がある。コアになる教員が転勤したら何も動かない体制になってしまってはいけない。そうならないため

にサブリーダーの活用や、若い教員に対しての研修会や勉強会の実施、中堅教員に対してはいつでも中心となっ

て活躍できるような意識を持たせたい。そのようにしておけば、教員が転勤し転勤先の高校でも活躍が見込まれ、

地域としての進路実績の底上げが期待できる。 

⑦予備校との連携。 

予備校との連携を拒む高校は最近少なくなっている。高校が持っている独自のデータだけでは精度の高い指導

には対応しきれなくなったといえるだろう。校内の独自の問題による実力テストで指導している高校もあるよう

だ。それは正確なデータでないとは必ずしも言い切れないが、全国レベルの変化に対応できるものであるか疑わ

しい。少なくてもベネッセや大手予備校などが実施する模擬テストの併用が望ましい。何はともあれ「予備校に

背を向けて」いたのでは、きめ細やかな進路指導は極めて難しい。    

⑧生徒は変身する。だからダメとは言えない。    

  前述したように生徒にとっては一度だけの大学入試である。「今までさぼってきたのだから今さらどうにもなら

ないだろう」と思っても最大限の援助は必要である。データを重視することは重要なことであり指導の基本では

あるが、そのデータが在学期間を通してずっと良かった生徒は当然良い結果を得る確率は高い。しかし、ずっと

悪かった生徒の中に良い意味でそのデータがあてにならない場合が見られる。模擬テストは遅くても３年生の

11 月末で大方は終了する。それ以降実施しても入試前に返却にならないから終了してしまうのである。しかし



入試は私立で２月、国公立で２月末、後期ともなれば３月中旬である。最後の模擬テストが終了してから２、３

ヶ月も期間がある。これは実に夏休み 2 回分である。ねばり強い生徒であればその２、３ヶ月で化けることが多々

ある。だから無謀な挑戦をするなとは決して言い切れないのである。無謀と思っても最後の最後まで最大限の援

助や指導を施すことは進路指導としての責任であると心得て欲しい。「何でもっと早くから取り組まなかったの

か」と言いたいところだが、弱気になって早期に進路先を決めたがる現象より、はるかに良いことである。 

⑨生徒のやる気をどう引き出すか（長期・中期・短期の目標設定の重要性） 

            生徒のやる気は必ず波があり、年度当初に長期的な目標を立てさせることは重要であるが、モチベーションの

維持という点では、長期的な目標設定だけで終わらせはいけない。絶対に○○大学に合格するぞという目標は特

に１年からではもとより、２年生初期ぐらいであってみても長期的である。中期的または短期的な目標設定の指

導は必ず必要である。中期という点では私は概ね 6 週間の間隔を提案したい。短期は 2～３週間であろう。重要

なのは中期の 6 週間で、これは夏休みや多くの学校では定期テストの間隔に相当し、伸びた結果が見える期間で

ある。 

   国公立入試の 2 月下旬を基点とし、逆にたどれば、センター試験がその約６週間前、3 年生にとって最後の試

験が終わる 12 月上旬がまたその 6 週間前、さらに１０月中旬が 6 週間前で、夏休みの終わり 8 月末がその 6

週間前である。そう考えると夏休み後に、夏休みに相当する６週間のかたまりがセンター試験までさらに３回あ

るのである。国公立受験者にとっては４回もあり、その３回または４回の６週間を１サイクルとして中期目標を

設定する。１サイクルの中で一通りの内容を完結し、不備は次のサイクルで補うといった目に見えるスパイラル

での向上を狙った指導が現役生には有効であることは色々な経験で私は感じている。科目数の少ない生徒によっ

てはその半分の３週間を１サイクルとさせてもよい。さらに６週間というのは模擬テストを受験し、返却される

期間ともほぼ等しい。自分の弱点克服という次の目標も立てやすい切れ目になる。中期的な見える形の指導が特

に気の弱い生徒には有効である。たとえば夏休みが計画通りにはかどらず弱気になり推薦や指定校にシフトしそ

うな生徒には特にそのような指導を進めたい。夏休みにうまく結果が出なくても、まだ３回の夏休みがあるのだ

と思わせ、励ますことができる。 
   これは１年生や２年生でも同じで、６週間という期間にはこだわらなくても、中期の目標設定（たとえば定

期試験や模擬試験）の間隔で短時間でもよいから面談を実施し、ここまでに述べてきたような何らかの指導を施

し、刺激を与えると効果的である。その間隔が約６週間であると考える。 

    

７７７７．．．．足並足並足並足並みがそろわないみがそろわないみがそろわないみがそろわない教員集団教員集団教員集団教員集団をどうまとめていくかをどうまとめていくかをどうまとめていくかをどうまとめていくか    

①検討してから実施するのではなく、実施しながら検討する。 

新規で何かを実施する場合、必ず一年間検討してみようとか、他の学校の状況報告を受けて実施しようとかな

どの意見がある。そのような事を唱えていてはまず実施は不可能であり、その間に状況も変わってしまい、訳の

わからないうちに没になることがほとんどではないか。とにかくやると決めたらやってみる。やりながら検討す

る。それが成功への鉄則である。のんびりと検討していたらだめなのである。 

私が進路指導担当として提案した模擬テスト実施については当初多くの反対が確かにあった。そのときばかり

は何が何でも反対の教員は、反対理由としてお金の問題や生徒の試験を受ける負担（今では意味不明の理由であ

るが）などをせっせと説いてくる。教育にかける熱意を前面に出し、熱心に持論を説く。その時は当時の校長の

後ろ盾もあって、開き直った議論ができたことを覚えている。とにかく模擬テストは申し込んでしまったので、

実施したあとアンケートをとり反対の意見が多ければまた考えるといって強引に案件を通してしまった。 

模擬テストの実施後、アンケートを実施したところ、3 年生約３００名の生徒中、反対は 3 名、しかも 3 名

とも自分は他の模擬テストを受験しているのでこの模擬テストを受験しても仕方ないというものであった。つま

り模擬テスト自体は反対ではないのである。その後反対を唱える教員は現在まで皆無である。それどころか模擬

テストを廃止すれば進路指導はどうにもならない状態になってしまうだろう。現在 3 年間の定点観測ができ、学

年ごとの強みや弱点が計れているが、その当時の決断が遅れていれば現在定点観測ができているかは疑問である。

とにかく良いと思えばやる、実施しながら検討することが重要である。 

②味方を多く得る。 

進路指導に積極的でない教員をどうするかという問題は特に公立高校では切実な問題である。その解決のため

にはまず多くの味方を得ることである。進路指導担当に多くの教員がついてくれればいいわけである。ここまで

に説明した理論に基づき、誠意をもって説明すればおのずと進路指導に対して教員は味方についてくれるはずで

ある。しかしどうしてもそうならない場合は管理職に頼るか、保護者に頼るかである。保護者を味方につける実



際の例として、ある部が土日もかまわず活動していた。そのとき数学などで土曜講習を実施していた（その後は

計画的に国数英）のだが、当然その部員は参加できない。その時期の保護者会で顧問は土日の部活動は自由参加

と説明をしたが、練習をしていれば生徒は休めないだろうと保護者は抗議した。結局その部は土曜日講習に参加

できる体制となったのである。その後はすべての部で公式戦を除き土曜講習に参加できる体制となった。保護者

の意見の効果は何よりも大きい。 

③新たに何かをやることは、仕事を増やすためではなくむしろ楽にするためにやるのである。 

  新たに何かを始めようとするとアレルギーのように何でも反対する教員がいる。理由の多くは「仕事が増える

から」である。たとえばベネッセのスタディサポートの導入に反対された時の理由に、スタディサポートを実施

してもそれを忙しくて消化できないという、とってつけたような反対理由があり印象的であった。模擬テストも

保護者の経費負担増や「生徒がかわいそう」という訳の分からない反対理由も今では笑い話である。スタディサ

ポートを実施することにより今まで 30 分かかった個人面談が 10 分で済むようになるとか、模擬テストを実施

することにより出願指導の手間が短縮できるとかなど、一旦は仕事が増えるが長期的には省力化につながること

を提示するといい。 

④「難関校への進学を意識した進学指導は公教育のありかたではない」などと訳の分からないことを唱える教員が

一部見られる。このように変化に対応できない、データなどを示しても分からない教員に対しては最後まで根気

強く説明をする以外に方法はない。進路指導担当はこのような教員に対してあまり体力を使うべきではない。そ

のあたりの対応は管理職が強いリーダーシップを持って推し進めるべきである。 

⑤効率よくやればやる気も上がる。 

進路事務は生徒の進路に直結した調査書発行やセンター試験申し込みの取りまとめのようなものと、調査集計

のような単純な事務処理が混じっている。どちらも正確に間違いがないように処理するのは当然であるが、でき

るだけ省力化を図りたい。例として生徒の受験結果（合否結果）の集約において、以前は手入力で処理していた

のであるが、受験校の名前が不正確であることや合否にだぶりがあったりで処理に多くの手間がかかっていた。

駿台ベネッセ模試のコード表を用いたコード入力の処理に変更したことにより問題点が全て解決した。経費をか

けソフトを活用する方法もあるが、基本的なものはエクセルをうまく活用するだけで効率化が図れる。 

   

８８８８．．．．保護者保護者保護者保護者をををを大切大切大切大切にするにするにするにする 

①受験の事が何も分からないという保護者に対しては丁寧な対応が功を奏する。 

  保護者向けの進路説明会で感じていることは、（一人っ子が多くなった為か）全く受験のことは分からないとい

う保護者と、塾や予備校からの過剰な情報（正確な情報なら良いのであるが）を持っている保護者の混在である。

どちらにしても丁寧な説明を心がけることはもちろんであり、多少困ったことを言う保護者でも避けることなく

親切な対応を心がけるべきである。特に入学後の初期段階では丁寧な対応が信頼につながり、後の対応が楽にな

る。初期での印象が悪いと、それが雪だるまのように学校不振がふくらんでいく根雪となってしまう。そうなる

と厄介である。 

②保護者向けの進路説明会の開催は義務にする。 

  保護者に対する進路説明会の開催は今や学校の義務ではなかろうか。充実した内容にし、保護者を満足させる

努力が必要ではある。話すことがないとか何をして良いのか分からないなどと言って実施しないことがあっては

いけない。そのような説明会を実施できる学校であることが大切である。話す内容が見つからなければ、他校や

予備校に問い合わせればいいのである。まねをしてもかまわない。とにかく実施することが保護者への信頼につ

ながる。 

③PTA 広報の記載事項は気を抜かない。 

  ＰＴＡ広報の進路から記載を依頼された場合、その内容はＰＴＡだけでなく、生徒はもちろん地域の方々や中

学校にも行き渡ることを自覚して書かなければならない。自校の問題点を記載したり、保護者からひんしゅくを

買ったりするような記載にならないように注意したい。むしろ生徒はこんなにがんばっているなどの内容にする

などの配慮が欲しい。 

 

９９９９．．．．浪人生浪人生浪人生浪人生をををを大切大切大切大切にするにするにするにする    

①浪人させてよい生徒。悪い生徒。 

現役生に第一志望校に合格しなかった場合に浪人するかどうかをあらかじめ決めさせるのは難しい。しかし、

低学年からの指導がうまくいっている場合は、浪人しても第一志望校へという生徒が多くなる傾向にある。その
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ときのアドバイスで注意しなければいけないことは、その生徒が浪人しても伸びる要素があるかどうかである。

これは個人差があるため、経験やデータなど参考にならないことが多い。学力もありセンターの得点も高いにも

かかわらず難関大学の入試に失敗した場合、浪人するといって「やめなさい」とはいえないだろう。しかし国公

立の場合、センターが高得点なのに個別試験で失敗というのは心配である。最近は点数が開示されるのでどのく

らい合格との隔たりがあるかを確認し、1 年間で追いつくのかどうかを本人に自覚させるのは当然である。逆に

開示で個別試験はまあまあなのに、センターで失敗した生徒は程度にもよるが、浪人すれば合格の可能性は高い

はずである。特に、現役で得点率の低かったものは、浪人すれば伸び白があるので得点率は上がりやすい。問題

は超難関国公立合格の目安である得点率 90％以上を目指す生徒である。下地さえあれば 80％程度なら 1 浪で

届く可能性は高い。しかし、90％となると現役で85％ほどあった生徒が何とか届いている。つまり 765 点／

900 点程度なければ浪人しても 810 点／900 点には届かないことになる。しかもこれは「良くて」であって

必ずではないことを考えれば。浪人してでも東大へと肩を押してあげられるのはせいぜい 750 点前後あった生

徒までではないか。当然例外もあるし、生徒の特性もあるので総合的に考えるべきであることも再度付け加えた

い。 

 【表の説明】浪人生からセンター試験の結果を聞き取り、現役の時と比べてどうだったかという表である。左上に

あれば得点が伸びたことになり、右下にあれば得点が下がったことになる。しかし平均点の違いもあるのでそれ

も換算して考えるのが妥当である。何年間か調査すれば大体の傾向は図れる。その結果平均点が変わらなければ、

現役の得点率が 75％で平均 1.08 倍が妥当な数字ではないかと私は判断している。どこか他でやっているのな

らどう判断されているのか知りたいところである。現役時代の得点が高ければこの率は低くなる。浪人生が少な

い学校では、何校かで協力をしてデータを取れば使える結果が出るはずである。学校間の協力は大事である。 

②浪人生には定期的な声かけをする。 

   浪人生の面倒を全て予備校任せにしてはいけない。予備校の世話にならざるを得ないにしても定期的な声かけ

と、データからアドバイスは必要である。良心的な予備校ならば浪人生の状況を定期的に報告してくれるはずで

ある。浪人生にとって母校の教員の励ましがうれしくないはずはない。 

 

1111００００．．．．推薦推薦推薦推薦やややや AOAOAOAO、、、、指定校指定校指定校指定校のののの希望者希望者希望者希望者のののの多多多多いいいい学校学校学校学校はどうしたらはどうしたらはどうしたらはどうしたら良良良良いのかいのかいのかいのか    

   ここまで推薦や指定校への流れを止める手立てについて多くを割いて説明した。しかし多くの生徒が推薦入試

に頼る傾向の学校であれば、急に一般受験に多くの生徒がなびくことはありえない。工業高校や商業高校などの



専門高校であればその傾向は特に強いであろう。そのような状況では、推薦などを否定することはかえって混乱

を招くだけである。無理に変えようと思わない方が良い。もちろん大いに勧める必要もない。要するに推薦入試

や AO、指定校入試を受験勉強のゴールにさせないことが重要である。あくまでも一般受験の途中にたまたま第

一希望である大学に推薦入試や AO、指定校入試があるのだという考えを低学年時から徹底させるしかないので

はないか。 

特に夏休みに、推薦入試やAO 入試に力を注ぎ過ぎてしまった生徒は失敗したときのダメージが大きすぎ、あ

と半年がんばれば良いのに余力がなくなり、力が消滅してしまう傾向にある。そうなってしまう生徒が多く、い

くら指導しても指導しきれない高校の進路担当は大変な思いをしているはずである。たいへん残念なことである。

地道に学校の考え方を浸透させていくしか方法は無い。 

 

１１１１１１１１．．．．新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領にににに向向向向けてけてけてけて    

   平成24 年度から数学と理科が新学習指導要領となり、平成 25 年度からは完全実施となる。改訂の基本的な

考え方に、「基礎的・基本的な知識技能の充実」や「思考力・判断力・表現力の育成」がある。もちろんのことで

あり決して今までどの学校でも従来から怠っていたことではない。このような文部科学省のアナウンスは当然の

ことであり反対することではないが、なぜそうしなければいけないかということが抜けていると私は感じている。

これは立場上書けないことなのだろう。生きる力や確かな学力という言葉で置き換えてはいるが、遠まわしに言

えば大学進学そして就職に向けて、海外の人材に勝てる日本人の育成である。中国、韓国、インドなどが台頭し

ている現在、なんとかしなければという意欲が現れている。だからこそ、ここまで述べた早期からの目的設定、

部活との両立、本来のあるべき組織的な進路指導の確立がその解決策の一つとなるのだと私は確信している。 

 
１２１２１２１２．．．．キャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育のののの重要性重要性重要性重要性    

①効果的なキャリア教育とは 
キャリア教育は、本来言われなくてもどの学校でも自然に行っていたことではないだろうか。最近になって若

者の離職率の高さやフリーターなどの増加が背景になって、学校現場でもその問題の深刻さから、キャリア教育

の重要性が指摘されているのだろう。私は高校段階で、なぜ（どんなところに）就職や進学するかを「計画的・

体系的」にすべての生徒に指導することに不安がある。当然早期に目標設定し早期準備ということは大切ではあ

るが、仕事の大切さや意義などは中学でクリアすべきで、高校で重要なのはあくまでも考える場の提供である。

高校の段階で、「なぜ勉強しなければならないのか」まで話を戻したのでは終わりは見えない。キャリア教育は計

画的にマニュアルに従って指導することでは絶対にない。いかなる進路希望であっても勉強する、その中で各生

徒が自分の適正や進路希望にあわせ、今何をすべきかを生徒自身に見いださせることの方が重要である。つまり

進路が決まらなければ勉強しないなどとは言わせない体制、または進路に係わらずどんな勉強でも重要という姿

勢、これらを持たせることで特に協調しなくてもキャリア教育の目標は自然に達成できるはずである。つまり学

校に課せられることは、生徒が自分の意思で目標設定し学習できるような環境作りである。大学生になっても仕

事に赴いてもそのような力が重要である。 
②大学進学希望者と就職希望者とのキャリア教育 

就職希望者へのキャリア教育は会社見学、生徒の適正、それにコミュニケーション能力、特にそのために必要

な科目はもちろん、どんなことでもきちんとやるなど、どの学校でも指導は行っているはずである。それらがで

きていても厳しいのだから、それができなければ就職はなお厳しい。 
進学についても同じようなことが言える。ただそれがオープンキャンパスに出向いたり、調べたり、与えられ

なくても自ら考えることができるようにさせたい。大学などに入学すれば自分でやらなければならないからであ

る。面倒見良く、手取り足取りの指導をするのではなく、自分から実行させる我慢の指導も場合によっては必要

である。早期に進路を考えさせることは必要であるが、何がなんでも早期に決めなければならないということで

はない。しかし変更はいつでもできるのだから一時的にでも決めることを勧める指導はあってもよいのではない

か。結局重要なことは早期から進路に目を向けさせることである。ここまでの記した取り組みが進学希望者に対

してのキャリア教育としての重要な点であると私は考える。 
 
 
 
 



参考 

進路指導の年間計画（例） 

※この例では模擬テストは駿台ベネッセを例に挙げているが、各学校の実情によってテストの内容も回数も違うのは

当然である。 

１年生   ★対生徒  ▲対保護者 ●進路指導会議 
月 内容 目的 
４ 
 

スタディサポート（ベネッセ） 

進路希望調査 上旬 
▲進路説明会（保） 
進路ガイダンス（生）下旬 
★生徒面談 

校入学前の学力到達度や高校に対する課題を見つけ、難関大学に合格す
るにはどのような準備や知識が必要か。生徒に大学受験の仕組みを理解
させる。 
土曜講習参加への意識付け 
進路希望調査・スタディサポートの結果をもとに、早期に全員の面談を
行う。 

５ 前期中間試験▲学級懇談会（保） 家庭学習の疑問点、部活動と学習の両立について意見交換 

●進路指導会議 上旬 スタディサポート・進路希望調査・生徒面談・学級懇談会などから問題

点を洗い出し、３年間を見越した学年の進路指導体制の確立を目指す。 

夏の保護者面談の学年としての方針策定。 

ベネッセ進研模試1回目  44万人参加 高校スタート時点の学習到達度の測定 

７ 
 
 

進路希望調査 中旬 夏期講習 
前期期末試験 
▲保護者面談（夏期休業中） 

 
期末テストの成績や進路希望調査をもとに夏休みの過ごし方のアドバ
イス 

８ 夏期講習  
９ ★生徒面談 前期評価、期末試験および進研模試の結果をもとに、後期の目標を立て

させる。 
進路希望調査  10 

 ベネッセ進研模試2回目   7月模試での問題解決の成果の確認と新たな目標発見 
後期中間試験 

▲進路説明会（保） 
 
情報提供 

●進路指導会議 中旬 
 

進路希望調査と前期成績・校外模試（進研模試第1回目・２回目）の結

果をもとに、難関大学希望者へ受験勉強（部活とに両立を含）に向けた

アドバイス。 

生徒面談の方針策定。 

12 

★生徒面談 
冬期講習 

進路学年会の方針に沿って生徒面談を行う。場合によっては保護者も交
える。 
冬期講習参加を勧める。学力上位者には２月上旬の駿台ハイレベル模試
の受験を勧め難関大学の問題を実感させる。 

１ ベネッセ進研模試３回目 

進路希望調査 下旬 
2年生に向けての課題発見 
2年生のクラス編成の参考。未定者には生徒面談を施す。 

２ ★生徒面談 進路希望調査や模試の結果をもとに２年生においての進路に対しての
意識付け。 

後期期末試験  

●進路指導会議 下旬 進路状況結果分析 センター結果分析（全学年合同） 

３ 

春期講習  

 

 

 

 

 

 



２年生   ★対生徒  ▲対保護者 ●進路指導会議 

月 内容 目的 
４ 
 

スタディサポート（ベネッセ）  
進路希望調査  
▲進路説明会（保） 
進路ガイダンス（生）下旬 
★生徒面談 

2年生においての進路、意識付け。10月の選択科目調査までの留意事項
および日程説明。新学年の早い時期に進路動向を知ることによって、中
だるみとなる時期の進路意識の向上を図る。再度自学自習の重要性を認
識させる。 
志望分野・進学先・将来希望する職業などを調査する。 
進路希望調査・スタディサポートの結果をもとに、早期に全員の面談を
行う。 

●進路指導会議 中旬 

 
 

前期中間試験 

面談結果より個々の進路意識や進路希望の把握。 

進路希望調査をもとに全体の動向分析。２年生の進路指導の方針確認。

難関大学希望候補者の指導方針と、進路・学習意欲の低い生徒への対応

策学級懇談会に向けて学年方針の策定 

５ 

▲保護者会・学級懇談会（保） 家庭学習の疑問点、部活動と学習の両立について。 
●進路学年会 上旬 スタディサポート・進路希望調査・生徒面談・学力テスト・学級懇談会

などから得られた問題点を洗い出し、選択科目調査に向け保護者面談の

方針について共通理解を図る。 

７ 
 
 

ベネッセ進研模試1回目 

▲保護者面談（夏期休業中） 
 前期期末試験進路希望調査  
夏期講習 

 
進路学年会を受けて10月の選択科目調査に向けてのアドバイス。進路

希望調査と期末テストの成績をもとに夏休みの過ごし方・学習のアドバ
イス。オープンキャンパス参加へのアドバイス。 

８ 夏期講習  
選択科目（教育課程）説明会（保・
生） 

生徒には進路希望と選択科目の関連を十分理解させる ９ 
 

★生徒面談 
 

選択科目仮調査、校外模試（進研模試第1回）の結果をもとに、選択科
目本調査の最終決定へのアドバイス 

ベネッセ進研模試2回目  7月模試での問題解決の成果の確認と新たな目標発見 10 
 

選択科目調査・進路希望調査  進路希望と選択科目の適合性を見る。 
後期中間試験 

▲進路説明会（保） 
 
情報提供 最新の受験動向を知り、保護者としての心構えを持ってもら
う。 

●進路指導会議 中旬 

 
進路希望調査・学力テスト・校外模試（ベネッセ進研模試第2回目）の

結果をもとに、難関大学希望者へ受験勉強に向けたアドバイス。 

不振者対策。生徒面談の方針策定。 

12 

★生徒面談 
 
冬期講習 

進路指導会の方針に沿って生徒面談を行う。場合によっては保護者も交
える。 
冬期講習参加、学力上位者には駿台東大レベル模試の受験を勧め難関大
学の問題を実感させる。難関大学希望者へ本格的な受験勉強に向けたア
ドバイス。 

1 ベネッセ進研模試3回目 

進路希望調査 
3年次に向けての課題発見 
3年次に向けての進路希望を調査する。 

２ 駿台東大レベル模試（希望者） 
★生徒面談 

進路希望調査や模試の結果をもとに３年生においての進路に対しての
意識付け。 

後期期末試験  

●進路指導会議 下旬 進路状況結果分析 センター結果分析（全学年合同） 

３ 

春期講習  
 



３年生   ★対生徒  ▲対保護者 ●進路指導会議 

月 内容 目的 
４ 
 

進路希望調査 上旬 
進路ガイダンス（生）中旬 
▲進路説明会（保） 

 
残り1年間の取り組みアドバイス、校外模試受験計画の作成 

●進路指導会議 上旬 

  
       前期中間試験 

面談結果、2年次後半で行った模試の結果分析、進路希望調査をもとに

3年生の進路指導の方針確認。個々の進路意識や進路希望の把握。 

難関大学希望候補者の再度洗い出し。 

５ 
 

▲進路説明会・学級懇談会（保） 情報提供。受験指導方針の説明。 
６ ベネッセ総合学力マーク 学習状況の確認。受験本番を想定した進路意識の高揚。  

●進路学年会 中旬 

 
 
推薦説明会 進路希望調査 

学力テスト・全統模試の結果分析・進路希望調査・生徒面談・学力テス

ト・学級懇談会などから現れた問題点を洗い出し、受験希望校決定に向

け保護者面談の方針について共通理解を図る。 指定校、推薦希望者の

洗い出し 

７ 

ベネッセ総合学力記述 

▲保護者面談（夏期休業中） 
前期期末試験 夏期講習 

進路学年会の方針に基づき、進路希望と中間テスト・模試の結果などを
利用して夏休みの過ごし方・学習のアドバイス。夏季休業中の難関大特

化模試の受験を勧める。 
９ 
 

センター試験説明会(生) 希望大学とセンター選択科目の関連を十分理解させる。 
秋の難関大学特化模試の受験を勧める。 

９
～
10 

駿台ベネッセマーク模試 

推薦会議  ★生徒面談 
進路指導会議（推薦会議） 

入試本番への動機付け 
受験大学選択に向けてのアドバイス 
指定校・自己推薦・ＡＯ受験希望者の指導  

10 進路希望調査  
駿台ベネッセ模試 

★生徒面談（一般受験対象） 

入試本番に向けて各種校外模試の積極的受験を勧める。 
センタープレテスト→センター試験予定者には受験を勧める。 
10月末までの学力到達度を測り、弱点の補強に役立てる。 

▲進路説明会（保） 
進路ガイダンス（生） 

最新情報提供 11 
 

●進路学年会 下旬 

 
進路希望調査・校外模試・学力テスト・各種特化模試の結果をもとに、

私立、国公立出願指導に向けた対策。受験校未定者対策。生徒面談の方

針策定。 

12 学年末試験 

★生徒面談（▲保護者面談） 
センター受験科目調査冬期講習 

進路学年会の結果をもとに受験校および出願指導 
 

１ センター受験指導自己採点指導  
○（土）○（日） センター試験 

○日（月） 自己採点 校内独自分析 得点率より各生徒の状況分析 学年会 

○日（火） 平均点予想をもとに指導対象者の洗い出し 学年会 

○日（水） データネットで結果を入手。4時ごろデーターリサーチを生徒に配布 

指導対象者には志願変更の意思の確認。 

○日（木） 担任全員は午後各予備校主催のセンターリサーチ報告会に分担して参加  学校に戻り 

センター試験分析会 

夕方、学校に生徒を呼びリサーチ結果を返却しながら面談 

○日（金） ●午後進路指導会議 最終指導方針確認 電話連絡 ★生徒・保護者面談 出願指導 

○（土）○（日） 電話連絡 ★生徒・保護者面談 出願指導 

 

○日（月）以降 出願指導  出願結果調査     受験日前まで個別試験対策指導 

2 ～
3 

 個別試験対策指導    進路未定者指導     受験結果調査 

 


